
イ

一
端
固
定
状
態
の
場
合

間
及
び
層
間
変
位
に
つ
い
て
想
定
す
る
状
態

か
か
り
代
長
さ

^

C
＞
Q
Z・

H

の
場
合

B
≧
Q
Z・

H
＋
2
0

_

C
≦
Q
Z・

H

の
場
合

B
≧
２
Q
Z・

H
－

C
＋
2
0

一

こ
の
表
に
お
い
て
、
C
、
Z

、
H
及
び
B
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

C

非
固
定
部
分
に
お
け
る
建
築
物
の
は
り
等
の
相
互
間
の
距
離
が
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
っ

て
長
辺
方
向
に
短
く
な
る
場
合
に
ト
ラ
ス
等
の
支
持
部
材
が
し
ゅ
う
動
可
能
な
水
平
距
離
（
以

下
「

間
」
と
い
う
。）（
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Z

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
と
下
端
の
間
の
各
階
の
設
計
用
層
間
変
形
角

H

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
と
下
端
の
間
の
各
階
の
揚
程
（
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

B

か
か
り
代
長
さ
（
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

二

_

項
の
適
用
は
、長
辺
方
向
の
設
計
用
層
間
変
形
角
に
お
け
る
層
間
変
位
に
よ
っ
て
、エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
建
築
物
の
は
り
等
と
衝
突
す
る
こ
と
に
よ
り
ト
ラ
ス
等
に
安
全
上
支
障
と
な
る
変
形
が
生
じ

な
い
こ
と
を
実
験
に
よ
っ
て
確
か
め
た
場
合
に
限
る
。

ロ

両
端
非
固
定
状
態
の
場
合

間
及
び
層
間
変
位
に
つ
い
て
想
定
す
る
状
態

か
か
り
代
長
さ

^

C
＋
D
＞
Q
Z・

H

の
場
合

B
≧
Q
Z・

H
＋
D
＋
2
0

_

C
＋
D
≦
Q
Z・

H
の
場
合

B
≧
２
Q
Z・

H
－

C
＋
2
0

平成™œ年˜—月™ 日 火曜日 第�˜�—号官 報

２
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ
て
は
、
含
有
を
許
さ

れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）

肥
料
の
名
称
ご
と
の
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ

て
は
、
含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
農
産
安
全
管
理
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

１
仮
登
録
番
号
、
肥
料
の
名
称
並
び
に
生
産
業
者
の
名
称
及
び
住
所

仮
登
録
番
号

肥
料
の
名
称

名
称

住
所

仮
生
第
4
4
2号

搾
油
生
ご
み
肥
料

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学

東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
一
丁
目
１
番
１
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
城
県
大
崎
市
岩
出
山
下
一

栗
字
片
岸
浦
一
〇
七
・
一
一
五
の
一
・
一
三
三
（
以
上

三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
一

七
、
一
二
一
の
二
、
一
二
二
、
一
二
三
、
一
三
五
、
一

四
三
か
ら
一
四
六
ま
で
、
一
四
九
の
二
、
一
六
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

片
岸
浦
一
一
五
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
一
二
一
の
二
、
一
三
五

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
及
び
大
崎
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
亀
岡
市

千
代
川
町
北
ノ
庄
池
ノ
谷
三
九
の
二
・
三
九
の
四
（
以

上
二
筆
国
有
林
）、
三
九
の
三
、
三
九
の
六
、
三
九
の

七
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
十
一
号

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
十
月

十
一
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
肥
料
の
仮
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
十
二
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
百
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年

産
の
麦
の
一
類
か
ら
四
類
ま
で
、
六
類
及
び
七
類
に
適
用
す
る
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
経
営
局
保
険
課
及
び
関
係
都
道
府
県
庁
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
十
六
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
二
十
九
条
の
十
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
脱
落
す
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
方
法
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
脱
落
す
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
方
法
を
定
め
る
件

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
百
二
十
九
条
の
十
二
第

一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
脱
落
す
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
方
法

は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
床
又
は
地
盤
に
自
立
す
る
構
造
で
あ
る
場
合
そ
の
他
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
っ
て
脱
落
す

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一

次
に
定
め
る
構
造
方
法
と
す
る
こ
と
。

一

一
の
建
築
物
に
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ト
ラ
ス
又
は
は
り
（
以
下
「
ト
ラ
ス
等
」
と
い
う
。）を
支
持
す
る
構
造
は
、
ト
ラ
ス
等
の

一
端
を
支
持
部
材
を
用
い
て
建
築
物
の
は
り
そ
の
他
の
堅
固
な
部
分
（
以
下
「
建
築
物
の
は
り
等
」
と
い
う
。）に

固
定
し
、
そ
の
他
端
の
支
持
部
材
を
建
築
物
の
は
り
等
の
上
に
ト
ラ
ス
等
が
し
ゅ
う
動
す
る
状
態
（
以
下
「
一
端

固
定
状
態
」
と
い
う
。）で
設
置
し
た
も
の
又
は
ト
ラ
ス
等
の
両
端
の
支
持
部
材
を
建
築
物
の
は
り
等
の
上
に
ト
ラ

ス
等
が
し
ゅ
う
動
す
る
状
態
（
以
下
「
両
端
非
固
定
状
態
」
と
い
う
。）で
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

ト
ラ
ス
等
が
し
ゅ
う
動
す
る
状
態
で
設
置
す
る
部
分
（
以
下
「
非
固
定
部
分
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
水
平
投
影
の
長
辺
方
向
（
以
下
単
に
「
長
辺
方
向
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
ト
ラ
ス
等
の
一
端
の
支

持
部
材
を
設
置
し
た
建
築
物
の
は
り
等
と
そ
の
他
端
の
支
持
部
材
を
設
置
し
た
建
築
物
の
は
り
等
と
の
相
互
間
の

距
離
（
以
下
単
に
「
建
築
物
の
は
り
等
の
相
互
間
の
距
離
」
と
い
う
。）が
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
っ
て
長
く
な

る
場
合
に
ト
ラ
ス
等
の
支
持
部
材
が
し
ゅ
う
動
可
能
な
水
平
距
離
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
か
か
り
代
長
さ
」

と
い
う
。）が
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
に
掲
げ
る
式
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
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